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： ポ リ ビ ニ ール ア ル コ
ール を基剤 と した

　　　　顕微鏡標本用 の 水溶性封入剤 と封止剤｝こ つ い て

K6iti　KIMuRA 　and 　Yukie　NoRo ：On 　Water 　S61uble　Mounting

　　　　　　and 　Sealing　Agents 　fQr　the　Preparation ．

（F 。。吻 。ヅ 跏 嬲 ，Ky・’・ σ伽 鵬
＊ 1

　and ∫・ん・・’・∫跏 柳 鰐 ・N ・g・y・　City　U ・ivei岬
2
）

（、） Th ・ w ・・er −s・1・b1・
，

・ Ql… 1・・s，・・n … e ・c ・n ・ m ・u・・i・ g ・g… f… h・ prep ・r・ti・ n 　i・ made ・
which

。。 n ，i、t、 。f　10　part， 。f　w 。ter， 2P ・・t・ ・f　p・ly噸 y1 ・1・・h・1 （PVA ）・1P ・・t・ ・f ・・g ・・ and 　O・6pa 「t・ °f

glycero1．

（2 ） Th 。 ・pecim ・・ m ・de　clea ・ wi ・h ・hl・・al　hyd ・ at ・ ・an 　b・ k・pt　as ・h… 一 ・ nt 　p・ep・・ati ・n
　
by

　
sealing

around 　the 　cover
−glass　with 　the　concentrated 　PVA 　solutiol1 ，

　（3 ）　The 　merits 　are 　as 　follows ：

i） Th ・ p … e ・s　is　simple 　and ・h ・ ・ettl ・m ・n・ i・ i・ ・h ・・t　tim・ （2〜24　h… ）… mpared 　
with

　
these °f

　　　　　　 　　 　　　o　　

　ii） Th ・ tran・par・ n ・e　i・ high，・・mpared 　with 。… fG ・ m −Arabi・−S・g ・ r 田 eth °d・

iii） Th ・ t・a・ ・f。・m ・ti… nd ・・nt ・a ・ti・n ・f ・eU … dti … es 　d・・ t・ th・ p・・c ・ss °f　dehyd「ati °n　
a 「 e

　
nQt

observed ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　October　2，1964）

　顕 微 鏡用永久標本の 封入 剤 と し て ，従来か ら カナ ダ バ ル サ ム 等の 非水溶性天然樹脂 が広く用 い られて きた．しか し

こ の 標本製作過轡 こ は繁雑な脱水操作 と 多 くの 試薬及び 時間を要 し
， 経費 も低廉 で は な い ．特 に 生薬学 に お い て 重要

な対照 の 一つ で あ る 精油，脂肪 ，色 素等 の 細胞内含有物 は 溶出す る た め に ，こ れ らは 永久 プ レ パ ラ ー撞 こ 作 製す る こ

と が で きない ．これ に対 して 水溶性封入剤は 操作が 簡単 で ，脱水操作に よつ て お こ る組織や 細胞膜 の 変形，収縮 もな

く，脂肪染色 を行 な っ た 資料 も永久 プ レ パ ラ
ー

トICな し得て ，か つ 経費 も低廉 で あ る 等 の 多 くの 利 点が あ る．そ の た

に 今 まで に も多 くの 考案や 処方 が発表 され て い る．例えば，田 中等
1）は グ リセ リ ン ，糖類，ぜ ラ チ ン 等を組合 わ せ た

め もの や A ・A・HY の ゴ ム シ 胸 プ （ア ラ ビ ア ゴ ム ，囎 の 濃厚混合水蔽 ）を 挙 げて 齣 ・木島等
2｝ ポ

‘
ゴ ム 白゚

糖液
”

を 推賞して い る ．また
“

ゴ ム ・ク P ラ
ール 液

”
（抱水 ク ロ ラ

ール 混和ア ラ ビ ア ゴ ム 濃 厚 水 溶 液）も用 い られ て

い る．しか し グ リセ リ ン 系 の もの は バ ル サ ム 系 の 封入 剤に 比べ て 耐久性が劣り，ア ラ ピ ア ゴ ム 系 の もの は 耐久性 は 高

い が透明度 に つ い て劣り，ま た 使用法や 調製法に 技術を 要す る もの が多 く，各 々
一・一

長
一

短 が あ るた め に一般 に 広 く普

及す る に 至 つ て い な い ，こ れ らの 欠点 を 改善 し て ，よ り優れ た 水溶性封入 剤 を 得 る 目的 で
1

基 剤 と して ポ リ ビ ニ ール

ア ル コ ール （PVA ） を 用 い て 実験 し，良 い結果を 得 た の で こ こ に 報告す る．

　PVA は 白色粉末で 水 に 溶けやす く，粘性の あ るほ と ん ど 簸色透明，ほ ぼ中性 の 水溶液 と な る．こ の 濃厚溶液は ，

資料を 抱水 ク P ラ ール で 透明化を 行ない ，そ の ま ま永久 プ レ パ ラート化す る た め の 封 止剤 と し て 用い れば，優れ た 結

果が 得 られ る．しか し こ の 液を，そ の ま ま直接 に 封 入 剤 と し て 用 い た 場合は ，固化が 進 む に した がい 内部 に 多 くの 気

泡を 生ず る 故に ，封入 剤 と して は 用 い 得 な い ．こ の 点を 改善す る た め に ，PVA の 可塑剤 と して 知 られて い る グ リセ

リ ソ ，庶購 雄 。 の 割館 痴 ・して 実験を行 な つ 酷 果 次に 示す繊 の 場合・気泡の 牲 もほ と ん ど な く凅 化

も早 く，良好な結果 が 得 られ た，

　　 PVA ・白糖液

　　　精 製 水 　 　 　 10　ml

　 　 　 PVA 　　　　　　　　　　　　　29

　＊ 1Yoshida −shimoadachi −cho ，　Sakyo −ku ，　 Kyoto，　
＊2

　 Hagiyama −cho ，　 Mizuho−k叫 Nagoya 。
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　　　 白　　　糖　 　　　　　　 19

　　　 ク
“
リセ リ ン 　　　　　　　　　　0．6ml

　調製法 ；PVA は 低 粘度 の もの の 使用が 望 ま しい ，こ の 実験 で は ，半 井化 学 製，け ん 化 度 86〜89　m 。Z％，粘度 4〜

6c ・P ・（4 ％ sol ・20 ℃ ）を 使用 した ．まず水 に PVA を少量 ずつ か ぎ混 ぜ なが ら加え る ．一
部は ゲ ル 化 して 固まる．

つ づ い て 白糖 お よ び グ リセ リ ン を 加え，と きど きか き混 ぜ なが ら 80〜95℃ に 数時間保 ち，均一の 液 と な し気泡を消

失させ る．ほ と ん ど無色透明の 粘性 の 高 い 液 とな る．数週 間 は こ の まま 保 存 して 使 用 で ぎ るが ，．そ れ 以上 保存す る 場

合は 適宜 に 防 腐 剤 を 少量 加え て お く （こ の 実験で は 安息香酸を約 0．1 ％ 添加 した）．

　PVA ・
白糖液 の 封入剤 と して の 特徴

　1． 水 溶性封入 剤 と し て の
一

般 的 利 点 をす べ て 有す る ．

　2， 無色透明で ，か つ 無 け い 光性で 紫外線 の 透過度が 高い か ら，け い 光観察用 ， 紫外線顕 微鏡観察用封入剤 と し て

適す る．（こ の 場合は 防腐剤 は添加 し な い 方が 安全 で あ る）

　3． 資料あ る い は その 含有 物 と誤 認 され る お それ の あ る 顕微鏡的異物， 夾雑物が 含まれ な い ，

　4．　 品質の
一一・

定 の もの が 得 られ や す く，調製容易で ，固化が 早 い の で 便利 で あ る，

　5． グ リセ リ ン 水 の 代 りに 用い て，そ の ま ま永 久 プ レ パ ラ
ー

トと し て 保存 で き，ま た 不 必 要 な らば グ ラ ス の 回 収 も

容易に で きる ．

　6・ 耐 久 性 は 実験中で あ る が
，

1 年以上 経過 して も変化 は 見 られず，相当永 く保存 で き る もの と 期待され る ，

　7・　粘度 の 高い こ とは 欠点で あ るが，さ らに 低い 粘度の PVA を用い る こ とに よ り改善で ぎる ．

　8・　 ヨ ウ 素試液 と PVA が 反 応 して 紫色 を 呈 す る 故に ，こ の 試液 と 同時 に は 使用 で きな い ．

　
プ レ パ ラ ート製作法 ： 水 ま た は 低〜中濃度 ア ル コ ール 中か ら，切片を ス ラ イ ドガ ラ ス 上 に取 り整置し，過剰 の 液を

濾紙片で 吸 い 取 る．切片上 に PVA ・
白糖液を 細 ガ ラ ス 棒を用 い 滴下 し，カ パ ーガ ラ ス で 覆 い 封 入 す る．こ の と ぎ粘

度が 高い か ら気泡の 入 らぬ 様に 注意す る ．小気泡 で も固 化 に し た が い 大 き くな り，観察 の 妨げに な る こ と が 多 い ．水

平に 静置約
一

昼 夜 で 固化 す る．

　抱水 ク ロ ラ ール 透明化プ レ パ ラートの 永久化 ： こ の プ レ パ ラ ートは
一

時観察用で保存 が で ぎない ．そ の 必要の あ る

場合 は ，カ バ ーガ ラ ス の 周 囲 を パ ラ フ ィ ン 等 で 封ず る こ と に よ つ て ，短時 日の 保存 に 耐 え る ．し か し パ ラ フ ィ ン の 代

わ りに PVA 濃厚水 溶液 を 用 い て 封ずれ ば，ほ と ん ど永久的に 保存が可 能 で あ り，しか も機械的 に 丈夫 で あ る，

　そ の 操作は濃厚拘水 ク ロ ラ
ール 液 で 透 明化 し気泡を除 い た プ レ パ ラートを 坂 り，カ バ ーガ ラ ス の 周囲に 滲み 出た液

を 濾紙片で 吸 い 取 り拭 き去 る ，PVA 液 （約 25　％ 水 溶 液）を細 い ガ ラ ス 棒 あ る い は 金属 ヘ ラ で，カ バ ーガ ラ ス の 周

囲に 3〜5mm の 幅 に や や 厚 く塗 り封止す る．（抱水 ク P ラ ール 液が 封止 の 済 ん で い ない 部牙か ら 滲み 出 て くる と ぎ

は ，そ の た び葺に濾緝片 で 吸 い 取 る ）全周を封止肇数時間 な い し
一
夜水 平に 静置すれば固着す る．資料 の 厚 い と き，

そ の 他必要 が あれ ば さ らに 重 ね て 塗布 し封止を厚 くす る．な お グ リ セ リ ン 水 で 封 入 した プ レ パ ラ ートは PVA 液で 封

止 して も結果 は 良 くな い ．

　こ の 実験に あ た り，そ の 機会を与え られ終始御鞭達い た だ い た 名古屋市立 大 学 薬 学 部 稲垣 勲教授，な らび に種 々 の

便宜をは か つ て い た だ い た 京都大 学薬学都秦清之博士 に 深く感謝の 意を表 し ます．

京 都 大 学薬学 部，名古屋 市立 大学薬学部
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